
ｱｽﾊﾟﾗｶﾞｽ栽培管理(H31.8.)       (有) 丸 富 

7 月は遅い梅雨明け後、一気に猛暑に見舞われた。そのため、作物は変化に耐えきれず、一時的な 

ダメージを感じた。一部で集中豪雨に見舞われた。病害虫は一部で依然として多い地域があった。 
 

樹勢回復 

水害や高温障害で樹勢が低下している株は、光合成を促進して、茎葉の充実を図る。 
樹勢回復に笑顔 1,000 倍（又は、天地の恵み 500 倍）とｻﾝﾐﾈｰﾗ 3,000 倍を回復するまで、 
連続で 3～4 回、葉面散布する。 

 

湿（水）害対策 

ｹﾞﾘﾗ豪雨、集中豪雨による被害にあったら、早急に樹勢回復を図るよう対応する。 
被害後に天地の恵み（又は、発根力）1,000 倍とＧﾊﾞﾗﾝｽＤＦ 5,000 倍を潅注、又は散水する。 
潅水の場合は天地の恵み（又は、発根力）1ℓ／10a とＧﾊﾞﾗﾝｽＤＦ 1 ㎏／10a を潅水する。 

 

品質向上 

肥料以外の微量要素などは追肥で施しにくくなるので、各種養分もﾊﾞﾗﾝｽ良く施す。 
曲がり、偏平対策にｽｰﾊﾟｰｶﾙ雅 300～500cc（又は、ｳﾙｶﾙ 200～300cc）／10a とｻﾝﾐﾈｰﾗ 

50～100 ㏄／10a（又は、ｼﾘｶｱｯﾌﾟ 150～200 ㏄）を潅水する。 
 

高温対策 

高温時は地温が上がり、土壌中の溶存酸素量が低下する。高温時は酸素供給が大切である。 
酸素供給に G ﾊﾞﾗﾝｽ DF 1 ㎏／10a を潅水する。又は、G ﾊﾞﾗﾝｽ DF 5,000 倍を潅注する。 

 

病害対策 

病害の原因のほとんどが通気性不足や薬害による樹勢低下である。健全な株の育成を心がける。 
通気性強化と樹勢回復に時を越えた贈り物500～1,000倍とｻﾝﾐﾈｰﾗ3,000倍を葉面散布する。 

 

害虫対策 

ﾊｳｽ周辺からの害虫の飛び込みをできる限り妨げるよう、害虫が嫌うよう事前対応する。 
害虫対策にﾊﾞｲｵｱｸﾄ TS 50～70cc／10a を 3～5 日毎に潅水する。 

 

追肥（液肥） 

 土壌環境、並びに年数、根の働きによっても増減する。 
ﾌﾟﾛ液肥               2～3 ㎏／10a 

時を越えた贈り物           200～300 ㏄／10a    5～7 日ごとに潅水する場合 

ｻﾝﾐﾈｰﾗ(又はｼﾘｶｱｯﾌﾟ)      50 ㏄(100cc)／10a    ※収穫量や土壌条件、天候によって 
ｽﾄｯﾊﾟｰ雅(又はﾊﾞｲｵｱｸﾄ TS)   200ｃｃ(70cc)／10a      加減する。 

 

ご注文やお問い合わせは、            有限会社 丸 富  0942‐65‐0123（TEL） 

FAX 0942-65-1091（24 時間受付） 携帯 090-3328-7603（富松まで） 


